	単位操作―３１０
	液面計の点検（正圧の場合）
その２（元バルブ操作）
	作　成
	

	
	
	
	

	

	ポイント

	
	※チェッキボールの働きを理解しておく。
※高圧設備の液面計については別途要領を作成し実施すること。

※ボイラー等の液面計は充分暖気を行なうこと。（ガラスの破損を招く）

 （14）ニードルバルブは必ず全開にすること。
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終了





④⑤バルブをゆっくり全開にする





①バルブを少し開けて②バルブを少し開ける





液面計に洩れのないことを確認する





液面がスムースに上昇することを確認する





上下のチェッキボールが作動しない位置まで①②バルブを絞る
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⑤バルブを少し開け③バルブから液又はガスが出ることを確認する





④ バルブを閉める





④バルブを少し開け③バルブから液又はガスが出ることを確認する





③ バルブを開ける





④ ⑤バルブを閉める





開 始





ドレンキャップを外す


  （基－６）





リセットしたところ





作動したところ
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チェッキボール





① ②バルブを全開にする





①②③バルブを閉める





ドレンキャップを取り付ける  （基－５）





⑤ バルブを閉める
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